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１．はじめに 

近年，水害や地震などの自然災害が世界的に多発し，

今後も都市域への人口や産業の集中の進展に伴い，さ

らに被害が増加すると予想されている．災害復興では

各地で様々な政策・施策が実施されるが，地域毎にその

進捗は異なる．将来，より迅速に災害復興を実現するた

めには，過去の復興で地域的差異を産んだ要因を分析

し，適切な政策・施策を把握する必要がある．各地の復

興過程を詳細な地域単位・時間間隔で把握することは，

従来はデータ制約から困難だったが，近年，人工衛星が

夜間帯の地球を撮影する「夜間光画像」は，それを可能

にすると注目されている．夜間光の光度と経済状況に

は密接な関係があることから，地域の人間活動の代理

変数として活用されている 1)．また，世界中どこでも同

水準の高い空間・時間解像度を有するデータを入手で

きるため，被災前後の光度変化の比較を通して，異なる

地域の復興状況の違いを同一基準で分析・考察できる． 
そこで本研究は，夜間光の光度変化と被害の関係に

注目し，その分析から社会経済活動の復興過程を把握

し，地域間比較を通して復興速度の違いを生んだ要因

を考察することを目的とする．具体的には，令和元年東

日本台風で大きな被害を受けた川越市，長野市，宮城県

（丸森町，角田市，柴田町）を対象に，災害前後の夜間

光光度の推移を分析し，復興過程の地域差を考察する． 
 

２．データと分析手法 

(1) データ 

本研究は，台風による被災の前後 1 年間の 2018 年 9
月から 2020 年 10 月までの 1 か月平均の夜間光画像を

分析する．地球観測衛星 Suomi-NPP に搭載された可視

赤外放射計群 Visible Infrared Imager and Radio meter Suite  
(VIIRS) により観測された「Suomi-NPP/ VIIRS 夜間光画

像」を，コロラド大学 Earth Observation Group が雲など

のノイズ除去処理を行った “Monthly Cloud free DNB 
Composite10”を使用する．この夜間光画像には，各セル

の地上放射輝度 (nW/cm2/sr) の月平均値が，赤道付近で

地上の 500m 四方に相当する 15 秒角の解像度で記録さ

れており，人間活動が活発になるほど大きな値で示さ

れている．なお，夏至近くに観測できない時期があり，

欠測している月が存在する． 
また，分析対象地域を示す，ESRI Japan による「全国

市区町村界データ」，100m メッシュ単位の土地利用の

状況を示す，国土数値情報による「都市地域土地利用細

分メッシュ」, 令和元年東日本台風の浸水範囲を示す，

国土地理院による「浸水推定段彩図」を用いる． 
 
(2) 分析手法 

本研究は，分析対象地域として特に被害の大きかっ

た，川越市，長野市，宮城県（丸森町，角田市，柴田町）

を選んだ．まず，これらの地域を浸水地/非浸水地に分

類する．土地利用の種類によって主な人間活動は異な

り，夜間光光度変化のパターンも異なると予想される．

そこで，土地利用の種類の影響を避けるため，浸水地と

非浸水地の両方に存在する住居用地，工業用地，道路の

みを分析対象として選択し，浸水/非浸水した用地の月

別夜間光光度の平均値を算出した． 
各地域の地域特徴をもとに，地域間での夜間光光度

の推移を比較することとで，復興過程の地域差が生じ

る要因の分析・考察を進める． 
 

３．分析結果 
各地域の浸水地/非浸水地のそれぞれの光度変化を図

1~3 に，2019 年 10 月と比較した災害後の月別夜間光平

均値の比率の推移を表 1 に示す． 

表１ 2019 年 10 月比の夜間光光度平均値の推移 
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(1）川越市 
川越市では被災直後，浸水地と非浸水地どちらも

光度が減少しているが，非浸水地では 2019 年 12 月

に光度が１を上回った（表 1）のに対し，浸水地では

2020 年 3 月に光度が戻った．しかし，災害前後で光

度の変化に大きな違いが見られなかった． 

 
(2）長野市 
長野市では，被災直後，浸水地では光度が減少し，

非浸水地では光度がわずかに増加した．2018 年 10 月
から 2019 年 1 月にかけて，浸水地と非浸水地の光度

が同様な変化がみられるが，災害後の 2019 年 10 月

から 2020 年 1 月にかけて，非浸水地とは異なり，浸

水地の光度が減少している．表 1 から見ると，その

後，浸水地の光度が回復しており，2020 年 3 月に光

度が１を上回った. 

 

(3）宮城県（丸森町，角田市，柴田町） 
宮城県では，2019 年 10 月に被災直後，非浸水地で

は光度がほとんど変化せず，浸水地では光度が減少

した．表 1 により，長期的に見ると，浸水地・非浸水

地のどちらも光度が 1 まで回復することはなく，同

様の減少傾向を続けている． 

 
４．考察 
川越市，長野市，宮城県では被災後，それぞれ異なっ

た推移で光度が変化しているが，この差には各地域の

特徴が反映されている． 
川越市では，非浸水地が浸水地よりも早い段階で光

度が回復した．これは，川越市に川越 IC や３本の鉄道

路線があり，製品の流通や人々の移動の拠点となって

おり，経済活動が早期に再開されたためと推測される．

しかし，浸水が発生しても，災害前後で光度の変化に大

きな差が見られなかった．これは，2017 年の台風 21 号
などの被害からの教訓を活かし，公共施設の整備や住

民の防災意識の向上，災害時の各部局の迅速な対応に

よる停電・断水が解消されたためだと考えられる 2)． 
長野市では被災後，非浸水地の光度が上昇し，浸水地

の光度が川越市よりも多く減少する．これは，浸水地の

人々が一度非浸水地の緊急避難所に移り住むことや，

浸水した長野新幹線車両センターと小布施 SIC の車両

運転，工業団地の生産活動の一時停止が原因であると

推測される．浸水地の光度が 2020 年 1 月から戻ってい

る．これは，段階的な運転再開や支援政策により企業の

活動が徐々に回復たれ，また，住民の自宅への帰還や仮

設住宅での生活再建が進んでいるためだと考えられる． 
宮城県（丸森町，角田市，柴田町）では，他の 2 地域

で見られた光度の回復が見られない．これは，洪水や浸

水被害に合わせて二次災害である土砂崩れなどが発生

し，道路の寸断や中心市街地の被災に対する大規模な

かさ上げ事業を行ったため，完成に長期間を要するた

めだと考えられる．さらに，復興作業の人手や財政補助

の不足が深刻な問題であり，復興が遅れている原因の

一つであると考えられる 3)．また，浸水地と非浸水地で

光度の変化の割合に明確な差が見られなかった．これ

は，これら地域の人口が少ないためだと考えられる． 
以上により，今回の 3 地域では浸水による機能の停

止によって発生する社会的影響が大きい地域が優先し

て復興が勧められているように推測できる．また，過去

の災害での経験教訓を活かし，それを元に被害を最小

限にとどめるということも復興速度に差が出ている一

つの要因であると考えられる． 
 

５．おわりに 
本研究では，令和元年度東日本台風における復興格

差を夜間光画像の光度変化から分析した.その結果，各

地域異なる光度変化を確認でき，復興過程の地域格差

が明らかになった. 
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図２ 2018 年～2020 年長野市夜間光光度推移 

図１ 2018 年～2020 年川越市夜間光光度推移 

図３ 丸森町・角田市・柴田町夜間光光度推移 
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